
6月
R5年 R4年 平年値＊ 水揚量(kg) R5年 Ｒ4年 平年値＊

マアジ 16,964 9,851 21,821 11,724 52 65 84
マサバ 1,856 176 2,474 2,752 11 6 16
ブリ 65 147 686 750 6 8 10

サワラ 162 105 839 159 11 11 16
カタクチイワシ 416 0 762 80 4 1 23

マイワシ 240 32 13 48 0 0 0
ウルメイワシ 0 0 86 16 0 1 1
ウマヅラハギ 35 18 74 21 0 1 0

タチウオ 364 186 354 52 1 0 1
ケンサキイカ 232 182 1,355 1,106 4 0 6

その他 7,031 5,944 12,409 12,349 56 58 70
合計 27,365 16,641 40,872 29,057 145 151 226

  ︔昨年同月と比べて１０％以上増加 ＊平年値︓平成30年〜令和4年の5ヶ年の平均値
  ︔昨年同月と比べて１０％以内で増減

  ︔昨年同月と比べて１０％以上減少

佐賀玄海漁協魚市場において、4ヵ統定置網で漁獲された主要魚種の水揚動向（7月）

魚種名 7月水揚状況
（昨年同月と比較）

1〜7月水揚量（㌧）7月水揚量（kg)

〔凡例〕

6月
R5年 Ｒ4年 平年値＊ 水揚量(kg) R5年 R4年 平年値＊

マダイ 13,602 11,997 14,083 13,730 72 66 79
ヒラメ 101 59 121 181 4 5 6

オニオコゼ 167 188 237 182 1 1 2
カサゴ 672 763 968 1,187 7 7 7
イサキ 3,479 2,422 4,621 9,686 29 20 24
キス 729 440 515 1,768 4 3 3

クロダイ 171 219 187 225 2 3 3
カレイ類 8 18 102 33 0 1 2

クルマエビ 141 66 93 18 0 0 0
その他エビ類 261 329 620 293 1 2 4

カニ類 177 183 195 150 1 1 1
ケンサキイカ 9,405 14,024 16,637 9,395 33 27 45
アオリイカ 767 301 753 3,392 11 6 12
コウイカ類 93 104 211 1,726 16 12 15
スルメイカ 12 6 2 36 5 3 9
アワビ類 30 124 176 41 1 1 2
サザエ 2,000 2,540 2,642 1,800 11 12 16
ナマコ 0 0 0 0 5 5 6
その他 64,965 61,607 93,219 68,950 451 492 603
合計 96,780 95,390 135,382 112,792 655 665 837

佐賀玄海漁協魚市場における主要魚種の水揚動向 （7月）

魚種名 7月水揚状況
（昨年同月と比較）

1〜7月水揚量（㌧）7月水揚量（kg)

漁海況情報（令和５年度８月号）
佐賀県玄海水産振興センター 資源研究担当 堀
〒847-0122 佐賀県唐津市唐房6丁目4948-9
Tel: 0955-74-3021 Fax: 0955-74-6791

九州沿岸域漁海況情報より
抜粋
提供：(一社) 漁業情報
サービスセンター
水温:8/23 時点、漁場図:
8/17～8/23 時点

【漁況】九州沿岸域水温分布、主要漁業種類の漁場情報、玄海漁協魚市場での主要魚種の水揚状況

漁業種類
主な

対象種
漁模様

いか釣り ケンサキ
主な漁場は二神沖や小呂島周辺。20～70kg/日程
度で、二神沖では例年より多い。3～3.5段主体

えびこぎ エビ、キス クルマエビ、キスは漁獲量多め。ヒラメは少ない

沖はえ縄 アカムツ 漁獲量は少ない。3段主体。単価は平年並み

ごち網 マダイ
マダイ主体。15～100kg/日程度と少ない。単価は
少し高め

いわし網 - 魚群見られず、操業見送り。

【漁況】漁業者聞き取り情報（７月の漁模様）

※代表的な漁業種類毎に1～2名の漁業者への聞き取り調査結果

※【海況】玄海水産振興センター調査船による海洋観測（８月）は欠測です

■玄海漁協魚市場における7月の水揚量の前年比

区分 好調 不調

市場全体

アオリイカ（255%）

クルマエビ（214%）

イサキ（144%）

マダイ（113%）

コウイカ類（89%）

ケンサキイカ（67%）

カレイ類（44%）

アワビ類（24%）

4カ統
定置網

マサバ（1055%）

マイワシ（750%）

タチウオ（196%）
マアジ（172%）

ケンサキイカ（118%）

ブリ（44%）


